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尾
添
区
の
白
山
下
山
仏
は
、
九
体
あ
り
、
こ
の
う
ち

木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
は
、
そ
の
シ
ル
エ
ッ
ト
と
台
座
に

記
さ
れ
た
銘
か
ら
、
鎌
倉
時
代
の
仏
師
快
慶
の
工
房
で

制
作
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
大
き
な
修
理
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
な
く
、

全
体
的
に
傷
み
が
あ
っ
た
た
め
、
令
和
二
年
四
月
か
ら
、

奈
良
国
立
博
物
館
内
に
あ
る
公
益
財
団
法
人
美
術
院
の

工
房
で
修
理
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
、
修
理
を
終
え
た
白
山
下
山
仏
が
里
帰
り
し
、

博
物
館
企
画
展
「
帰
っ
て
き
た
白
山
下
山
仏
展
」
に
お
い

て
公
開
さ
れ
ま
す
。 

（
詳
細
は
七
頁
）

帰
っ
て
き
た
白
山
下
山
仏

白
山
市
尾
添
区
に
は
、
か
つ
て
加
賀
禅
定
道
の
檜
新
宮

で
祀
ら
れ
て
い
た
仏
像
が
あ
り
ま
す
。
白
山
で
は
、
江
戸

時
代
ま
で
、
神
と
仏
が
一
緒
に
祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

明
治
維
新
後
、
こ
れ
ら
を
分
け
る
よ
う
に
と
、
時
の
政
府

か
ら
政
令
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
檜
新
宮
に
あ
っ
た
社
殿
も

壊
し
、
中
で
祀
ら
れ
て
い
た
仏
像
も
処
分
す
る
よ
う
に

命
令
が
下
さ
れ
た
た
め
、
尾
添
区
の
人
々
は
、
中
の
仏
像

を
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
な
れ
た
麓
の
尾
添
村
へ
明
治
七
年

（
一
八
七
四
）
七
月
に
移
し
ま
し
た
。
《
以
後
、
『
白
山
下

山
仏
』
と
称
す
。
》

尾添白山社白山下山仏木造阿弥陀如来立像

（鎌倉時代　石川県指定文化財歴史資料）

画像提供：奈良国立博物館
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Stones −白山手取川ジオパークの石、川、大地−

　

令
和
二
年
十
月
に
白
山
手
取
川
ジ
オ

パ
ー
ク
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
か
ら

ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
十
地
域
目

の
国
内
推
薦
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
う
け

て
、
企
画
展
「
S
t
o
n
e
s

−

白
山

手
取
川
ジ
オ
パ
ー
ク
の
石
、
川
、
大
地

−

」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
企
画
展
は
、
白
山
手
取
川
ジ
オ

パ
ー
ク
の
大
地
を
作
る
石
が
テ
ー
マ
で
す
。

白
山
市
の
南
北
40
㎞
に
つ
な
が
る
手
取
川

の
上
流
か
ら
下
流
ま
で
、
白
山
の
ふ
も
と

か
ら
流
れ
出
た
、
石
や
岩
な
ど
が
、
上
流

か
ら
下
流
に
流
れ
つ
き
日
本
海
に
出
て
い

く
過
程
を
、
七
地
点
に
分
け
て
展
示
し
ま

し
た
。

１
．
白
山
登
山
道
沿
い
の
石

　
　
　

（
白
峰
地
内
）

２
．
一
ノ
瀬
・
タ
ラ
タ
ラ
淵
の
石

　
　
　

（
白
峰
地
内
）

３
．
手
取
川
河
原
の
石

　
　
　

（
河
原
山
町
地
内
）

４
．
手
取
川
河
原
の
石

　
　
　

（
上
野
町
地
内
）

５
．
手
取
川
河
原
の
石

　
　
　

（
白
山
町
地
内
）

６
．
手
取
川
河
原
の
石

　
　
　

（
県
営
手
取
公
園
右
岸
）

７
．
日
本
海
海
岸
の
石

　
　
　

（
平
加
臨
海
公
園
）

　

以
上
七
地
点
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
点
の
石
を
、
種
類
・
大

き
さ
・
形
状
が
観
察
で
き
る
よ
う
に
配
置

し
、
あ
わ
せ
て
、
手
取
川
の
上
流
か
ら
下

流
域
ま
で
「
桑
島
化
石
壁
」
（
中
世
代
白

亜
紀
前
期
の
恐
竜
化
石
、
植
物
化
石
）
「
手

取
峡
谷
」
「
手
取
川
扇
状
地
」
等
、
特
徴

的
な
風
景
の
中
に
見
て
取
れ
る
流
域
の
豊

か
な
自
然
を
パ
ネ
ル
展
示
に
よ
り
紹
介
・

解
説
し
ま
し
た
。

　

水
の
旅
と
石
の
旅
は
、
終
わ
る
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。
水
は
再
び
蒸
発
し
て
、
空

か
ら
雨
や
雪
と
し
て
、
石
は
再
び
、
砂
岩

や
礫
岩
と
し
て
、
大
地
を
形
づ
く
り
ま
す
。

地
球
で
起
こ
る
水
の
旅
と
石
の
旅
を
展
示

を
通
し
て
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
幸
い
で
す
。

　

ま
た
、
七
月
二
十
九
日
に
夏
季
子
ど

も
講
座
「
Ｓ
ｔ
ｏ
ｎ
ｅ
ｓ

−

白
山
手
取

川
ジ
オ
パ
ー
ク
の
石
、
川
、
大
地

−

」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
小
学
生
は
、
恐
竜
の
化
石
さ

が
し
体
験
や
、
白
山
市
の
特
徴
的
な
自
然

に
興
味
を
示
し
た
よ
う
で
、
終
わ
り
の
質

問
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
挙
手
が
続
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
白
山
市
の
雄
大

な
自
然
に
興
味
を
持
っ
た
多
く
の
小
学
生

が
見
学
に
き
て
、
白
山
手
取
川
ジ
オ
パ
ー

ク
に
広
が
る
自
然
の
偉
大
さ
に
大
き
な
感

銘
を
受
け
た
様
子
で
し
た
。

（
白
山
市
立
博
物
館　

尾
崎
）

白
山
市
立
博
物
館 
企
画
展

Ｓ
ｔ
ｏ
ｎ
ｅ
ｓ

　 
― 
白
山
手
取
川
ジ
オ
パ
ー
ク
の
石
、
川
、
大
地 
―

会
期　

令
和
三
年
七
月
九
日
〜
八
月
一
日

展示のようす（特別展示室内）夏季子ども講座（特別展示室内）
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生誕 100 年記念　人間国宝　刀剣作家　隅谷正峯

　

今
年
四
月
開
催
の
特
別
展
「
人
間
国
宝 

刀
剣
作
家 

隅
谷
正
峯
」
が
「
石
川
緊
急

事
態
宣
言
」
の
発
出
に
伴
い
、
会
期
半
ば

で
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

連
休
明
け
の
突
発
的
な
中
止
も
相
ま
っ

て
休
館
時
に
は
、
期
間
延
長
な
ど
展
示
に

か
か
る
問
い
合
わ
せ
が
数
多
く
あ
り
ま

し
た
。

　

フ
ァ
ン
の
熱
い
声
援
を
受
け
、
隅
谷

正
峯
が
ご
逝
去
さ
れ
た
日
を
最
終
日
と

し
、
標
記
ス
ポ
ッ
ト
展
の
開
催
に
至
り

ま
し
た
。

　

ス
ポ
ッ
ト
展
で
は
、
常
設
展
示
ケ
ー
ス

の
背
面
に
額
装
や
軸
装
が
施
さ
れ
た
「
土

置
図
」
を
品
良
く
配
置
し
、
特
別
展
で
好

評
を
博
し
た
太
刀
、
小
竜
景
光
写
「
千
早

城
」
や
第
三
回
の
正
宗
賞
受
賞
作
「
中
千

本
」
の
ほ
か
、
今
回
が
初
展
示
と
な
る
太

刀
、
「
千
歳
」
、
刀
長
が
四
十
セ
ン
チ
あ

る
脇
指
の
「
勧
進
帳
」
な
ど
秀
作
を
際
立

た
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
左
下
に
掲
載
の
「
槍
拵
」
写
し

は
、
天
下
三
名
槍
の
ひ
と
つ
大
身
槍
「
日

本
号
」
の
拵

こ
し
ら
えで
、
細
か
く
カ
ッ
ト
さ
れ
た

青
貝
が
散
り
ば
め
ら
れ
、
神
秘
的
な
輝
き

を
発
し
て
い
ま
す
。

　

乾
燥
に
弱
く
、
剥
が
れ
易
い
た
め
、
展

示
で
は
傍
に
湿
度
計
を
配
置
し
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ッ
ト
展
で
は
、
隅
谷
正
峯
作
の

「
日
本
号
」
写
し
「
雷
光
」
（
寄
託
品
）

と
併
せ
て
展
示
・
解
説
し
ま
し
た
。

　

二
十
一
日
に
は
、
特
別
展
の
会
期
中
に

開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
宮
入
法
廣

氏
の
講
演
会
「
師
・
隅
谷
正
峯
を
語
る
」

を
開
催
し
、
隅
谷
正
峯
の
「
人
と
な
り
」

の
テ
ー
マ
で
講
演
が
行
わ
れ
、
終
わ
り
に

は
、
次
々
と
新
作
を
発
表
さ
れ
て
い
る
ご

自
身
の
作
刀
目
標
や
今
後
の
抱
負
に
つ
い

て
も
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

幸
い
好
天
に
恵
ま
れ
、
過
ご
し
易
い
一

日
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
会
場
が
軽
体
育

館
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
音
声
が
反
響
し
、

観
客
の
皆
様
や
講
師
の
宮
入
先
生
に
も
ご

不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
こ
と
に
つ

き
ま
し
て
、
本
書
面
を
お
借
り
し
て
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
、
特
別
展
は
も
と
よ
り
、
ス
ポ
ッ

ト
展
示
に
あ
た
り
、
お
世
話
に
な
っ
た
隅

谷
家
の
皆
様
や
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会

会
員
の
小
浦
氏
を
は
じ
め
、
展
示
に
関

わ
っ
た
方
々
、
並
び
に
貴
重
な
隅
谷
作
品

を
快
く
貸
出
し
い
た
だ
い
た
関
係
各
位
の

皆
様
に
お
礼
を
申
し
上
げ
、
お
礼
の
言
葉

に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
白
山
市
立
博
物
館　

井
家
） 特別展の様子

螺鈿枡形紋散槍拵
（らでんますがたもん

ちらしやりこしらえ）

1973 年制作

白
山
市
立
博
物
館
　
特
別
展

生
誕
一
〇
〇
年
記
念
　
人
間
国
宝
　
刀
剣
作
家
　
隅
谷
正
峯

特

別

展

『
思
い
は
鎌
倉
期
に
漂
い
て
』

会
期　

令
和
三
年
四
月
二
十
四
日
〜
五
月
十
三
日

ス
ポ
ッ
ト
展

『
永
遠
な
る
煌き

ら

め
き 
刀
剣
作
家 
隅
谷
正
峯
』

会
期　

令
和
三
年
十
一
月
二
十
日
〜
十
二
月
十
二
日
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千代女と四季の植物

　

本
企
画
展
で
は
、
千
代
女
の
俳
画
作
品

の
中
か
ら
、
植
物
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品

を
展
示
し
ま
し
た
。

千
代
女
の
句
と
植
物

　
現
代
の
歳
時
記
で
は
、
一
般
に
、
季

語
を
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
新
年
の
五
季
に

分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
を
季
語
の
内
容
か
ら
「
時

候
」「
天
文
」「
地
理
」「
生
活
」「
行
事
」「
動

物
」「
植
物
」
に
分
類
し
ま
す
。
こ
の
分
類

に
、
千
代
女
が
生
涯
に
詠
ん
だ
と
さ
れ
る

一
九
〇
〇
余
句
を
当
て
は
め
る
と
、
三
分

の
一
以
上
を
「
植
物
」
の
句
が
占
め
ま
す
。

　

千
代
女
が
活
躍
し
た
江
戸
時
代
は
、

園
芸
が
趣
味
の
ひ
と
つ
と
し
て
広
ま
り
、

園
芸
書
や
植
物
図
鑑
の
よ
う
な
書
物
が
多

数
刊
行
さ
れ
る
な
ど
、
人
々
の
植
物
へ
の

関
心
が
高
ま
っ
た
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。

千
代
女
が
、
身
近
な
植
物
を
材
料
に
た
く

さ
ん
の
句
を
作
っ
た
の
も
、
そ
う
し
た
時

代
背
景
の
影
響
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

千
代
女
の
句
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類

の
植
物
が
登
場
し
ま
す
が
、
中
で
も
「
桜
」

「
梅
」
「
柳
」
「
桃
」
と
い
っ
た
春
の
植
物

が
多
く
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。
北
陸
の
長
く

暗
い
冬
を
耐
え
て
春
を
迎
え
た
植
物
た
ち

が
詩
情
を
そ
そ
り
、
数
々
の
名
句
が
生

み
出
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

千
代
女
の
俳
画

　
千
代
女
が
画
を
学
ん
だ
人
物
は
明
ら

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
五
十
嵐
浚
明
や

矢
田
四
如
軒
、
彭さ

か
き
ひ
ゃ
く
せ
ん

城
百
川
で
は
な
い
か
と

す
る
説
が
あ
り
ま
す
。

　

五
十
嵐
浚
明
（
一
七
〇
〇
～
一
七
八
一
）

は
越
後
の
人
で
、
江
戸
や
京
都
で
狩
野
派
・

土
佐
派
・
南
宋
画
・
北
宋
画
・
大
和
絵
等

諸
派
の
技
法
を
吸
収
し
、
独
自
の
画
境
を

開
き
ま
し
た
。
山
東
京
伝
著
『
近
世
奇
跡

考
』
に
、
千
代
女
が
浚
明
か
ら
画
を
学
ん

だ
と
記
述
が
あ
り
、
二
人
の
関
係
は
今
後

の
検
討
課
題
と
い
え
ま
す
。

　

矢
田
四
如
軒
（
一
七
一
八
～
一
七
九
四
）

は
、
前
田
土
佐
守
家
に
家
老
と

し
て
仕
え
た
武
人
画
家
で
、
千

代
女
と
の
合
作
が
複
数
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

日
本
南
画
の
祖
の
一
人
、
尾

張
の
彭
城
百
川
（
一
六
九
七
～

一
七
五
二
）
は
、
俳
人
で
も
あ
り
、
俳
画

の
大
成
者
与
謝
蕪
村
に
影
響
を
与
え
ま
し

た
。
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
に
加
賀
を

訪
れ
て
お
り
、
千
代
女
と
の
合
作
が
残
っ

て
い
ま
す
。

　

千
代
女
は
他
に
も
、
狩
野
派
の
画
人
や

池
大
雅
の
妻
玉
瀾
な
ど
と
の
合
作
が
あ
り
、

多
く
の
画
人
と
の
交
流
に
よ
り
、
書
画
の

技
術
を
高
め
て
い
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

（
千
代
女
の
里
俳
句
館　

横
西
）

白
山
市
立
千
代
女
の
里
俳
句
館
　
企
画
展

千
代
女
と
四
季
の
植
物

会
期　

令
和
三
年
十
月
一
日
〜
十
月
二
十
四
日

展示の様子

千代女と池玉瀾の合作軸
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昭和９年　手取川大水害を語る

　

当
館
は
、
平
成
三
十
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
行
い
、
「
白
山
手
取
川
ジ
オ
パ
ー
ク
」

の
拠
点
の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド 
美
川

お
か
え
り
の
会
の
方
な
ど
に
ご
協
力
い
た

だ
き
手
取
川
の
災
害
と
し
て
被
害
が
大
き

か
っ
た
昭
和
九
年
に
起
こ
っ
た
手
取
川

大
洪
水
に
関
す
る
標
記
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
予
定
で
お
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
二
月
、
六
月
、
八
月
と
三

回
延
期
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
態
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
時
に
、
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
よ
う
、

写
真
を
ご
覧
い
た
だ
こ
う
と
当
館
所
蔵
の

写
真
を
選
び
ま
し
た
。
そ
の
写
真
の
ご
紹

介
と
と
も
に
こ
れ
ま
で
に
手
取
川
大
洪
水

を
体
験
し
た
方
や
伝
え
聞
い
た
方
か
ら
お

聞
き
し
た
こ
と
の
一
部
を
ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

多
く
の
方
が
真
っ
先
に
お
っ
し
ゃ
っ
た

の
は
、
美
川
大
橋
が
濁
流
に
押
し
流
さ
れ
、

農
機
具
を
製
造
し
て
い
た
広
瀬
製
作
所
社

長
の
別
荘
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
の
み
こ

ま
れ
た
こ
と
で
し
た
。

　

「
あ
か
が
ね
御
殿
」
と
呼
ば
れ
て
い
た

頑
強
な
建
物
が
流
さ
れ
た
こ
と
に
衝
撃
を

受
け
た
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

　

小
さ
い
時
に
体
験
さ
れ
た
方
は
、
幸
い

に
も
家
は
何
と
も
な
か
っ
た
が
、
ま
だ
今

年
の
米
を
収
穫
す
る
前
に
洪
水
で
田
が
水

に
つ
か
っ
て
し
ま
い
、
食
物
が
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
の
時
代
な
ら
ば

到
底
無
理
だ
ろ
う
が
、
泥
水
に
つ
か
っ
た

米
は
と
て
も
く
さ
い
匂
い
が
し
た
が
、
他

に
食
べ
る
物
も
な
く
、
仕
方
な
く
食
べ
た

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
家
や
お
店
が
大
丈
夫
だ
っ
た
方

も
、
御
商
売
を
さ
れ
て
い
た
方
は
店
の
商

品
が
だ
め
に
な
り
、
さ
ら
に
店
に
運
ぶ
前
、

船
に
積
ま
れ
て
い
た
品
が
船
と
共
に
流
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、

そ
の
当
時
は
、
ま
だ
つ
け
で
支
払
い
を

行
っ
て
い
た
た
め
、
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
々
か
ら
は
、
集
金
が
で
き
ず
、
大
変
な

思
い
を
し
た
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

　

現
代
と
は
違
い
、
重
機
や
道
具
が
満
足

に
な
い
時
代
に
大
き
な
木
や
石
、
建
物
の

残
骸
な
ど
を
取
り
除
く
に
は
想
像
で
き
な

い
ほ
ど
の
ご
苦
労
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

ば
か
り
で
す
。

　

三
月
二
十
六
日
（
土
）
に
、
こ
れ
ま
で

開
催
出
来
な
か
っ
た
「
昭
和
九
年　

手
取

川
大
水
害
を
語
る
」
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。
少
し
で
も
洪
水
の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ

て
い
た
だ
け
る
機
会
と
な
り
ま
す
よ
う
、

無
事
開
催
で
き
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

（
石
川
ル
ー
ツ
交
流
館　

早
松
）

昭
和
九
年　

手
取
川
大
水
害
を
語
る

手取川大洪水に遭った美川木橋

炊き出しをする婦人会員

河口に打ち上げられた船と流木
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『朝倉始末記』からみえる一向一揆

　

軍
記
物
で
あ
る
『
朝
倉
始
末
記
』
は
比

較
的
良
質
の
史
料
と
し
て
知
ら
れ
ま
す
。

江
戸
時
代
半
ば
ま
で
書
き
継
が
れ
多
く
の

異
本
（
写
本
）
が
あ
り
ま
す
。
同
時
に
そ

の
時
の
社
会
思
想
の
影
響
が
込
め
ら
れ
る

の
も
特
徴
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
『
蓮
如　

一
向
一
揆
』
（
日
本
思
想
大
系
17

）
に
収

録
さ
れ
る
「
朝
倉
始
末
記
」
は
、
「
賀
越

闘
諍
記
」
「
越
州
軍
記
」
を
合
わ
せ
「
朝

倉
始
末
記
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
賀
越

闘
諍
記
」
は
朝
倉
氏
と
加
賀
一
向
一
揆
の

抗
争
を
記
述
し
、
「
越
州
軍
記
」
は
織
田

信
長
と
の
戦
い
を
描
い
て
い
ま
す
。

　

「
賀
越
闘
諍
記　

序
文
」
に
は
「
国
を

治
む
る
者
は
道
を
以
っ
て
欲
す
る
時
は
能

く
持
ち
、
政
を
務
む
る
者
は
徳
を
以
っ
て

欲
す
る
時
は
能
く
収
む
」
と
語
り
ま
す
。

江
戸
時
代
に
教
養
と
し
て
広
ま
っ
た
思
想

が
反
映
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
批
判
的
な

言
辞
で
「
一
向
一
揆
」
の
姿
を
み
て
い
ま

す
。
「
蝙
蝠
（
こ
う
も
り
）
世
に
出
で
仏

法
を
乱
し
、
王
位
を
傾
く
。
蚰
蜒
（
げ
じ

げ
じ
）
国
に
在
り
て
正
義
を
破
り
、
邪
僻

を
用
う
」
と
い
い
放
ち
ま
す
。
蝙
蝠
と
は

武
装
し
た
僧
を
指
し
、
蚰
蜒
と
は
武
装
し

た
農
民
を
い
い
ま
す
。
上
下
貴
賤
世
界
秩

序
が
自
然
の
理
で
あ
る
と
い
う
朱
子
学
的

思
想
を
背
景
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

朝
倉
氏
家
訓
「
朝
倉
孝
景
条
々
（
十
六

条
）
」
に
は
人
材
の
登
用
に
つ
い
て
述
べ

名
刀
よ
り
数
多
く
の
槍
を
求
め
、
合
戦
に

は
吉
凶
占
い
に
囚
わ
れ
る
な
と
戒
め
ま

す
。
優
れ
て
合
理
的
な
内
容
を
持
っ
て

い
ま
す
。

　

朝
倉
一
族
重
臣
家
訓
「
朝
倉
宗
滴
話
記

（
八
十
三
条
）
」
第
十
条
に
「
武
者
ハ
犬
ト

モ
イ
へ
、
畜
生
ト
モ
イ
へ
、
勝
カ
本
ニ
テ

候
」
と
著
名
な
文
言
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

後
世
の
武
士
道
と
は
異
な
り
「
勝
」
こ
と

だ
け
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
加
賀
一
向
一
揆

と
戦
っ
た
戦
国
大
名
は
観
念
に
囚
わ
れ
ぬ

百
戦
錬
磨
の
武
将
た
ち
で
し
た
。

　

一
方
、
一
揆
方
も
合
理
的
な
思
考
を

持
っ
て
い
ま
す
。
「
吉
日
良
辰
ヲ
撰
フ
コ

ト
一
代
ノ
教
文
ニ
ナ
シ
。
善
悪
不
二
、
邪

正
一
如
ト
ト
カ
レ
、
本
来
無
東
西
、
何
処

有
南
北
ト
方
所
ヲ
サ
ス
事
ナ
シ
。

其
上
涅
槃
経
ニ
ハ
、
如
来
法
中

無
有
選
択
吉
日
良
辰
ト
ア
ッ
テ
、

仏
道
ニ
帰
ス
ル
輩
ノ
吉
日
良
辰

ダ
テ
ヲ
ノ
タ
マ
フ
コ
ト
无
道
ナ

リ
」
と
い
い
、
あ
る
い
は
「
此

文
ノ
コ
コ
ロ
ハ
、
如
来
ノ
法
ノ

中
ニ
吉
日
良
辰
ヲ
ヱ
ラ
フ
事
ナ

シ
（
御
文
）
」
と
語
り
ま
す
。

魑
魅
魍
魎
の
闇
を
恐
れ
ぬ
こ
の

思
想
を
人
は
「
文
明
開
化
」
だ

と
い
い
ま
す
。

　

か
く
て
こ
の
二
者
は
戦
国
の

北
陸
を
舞
台
に
一
進
一
退
の
攻

防
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
観
点
で
『
朝

倉
始
末
記
』
の
異
本
『
朝
倉
実

録
』
全
十
六
巻
（
開
版
出
版
は
、
書
肆　

柏
原
屋
明
和
三
年
三
月
）
を
所
有
者
の
許

可
を
得
て
借
用
展
示
公
開
し
、
令
和
三
年

度
の
企
画
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

（
鳥
越
一
向
一
揆
歴
史
館
運
営
委
員　

西
出
）

『
朝
倉
始
末
記
』
か
ら
み
え
る
一
向
一
揆

『朝倉実録』（個人蔵）異本のひとつといわれます
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令和４年度前期行事予定

源
太
郎
の
死
後
、
休
館
状
態
に
な
っ
た

時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
百
年
前
に
図
書

館
を
作
り
、
広
く
公
開
し
た
源
太
郎
の
見

識
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
り
ま
す

よ
う
、
「
熊
田
源
太
郎
と
呉
竹
文
庫
」
展

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

石
川
ル
ー
ツ
交
流
館

「
篠
笛
コ
ン
サ
ー
ト
」

　

令
和
４
年
４
月
17
日
日

　
　
　
　
　
　
　
　

14
時
〜
15
時
30
分

二
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
、
篠
笛
奏
者

八
木 

繁
さ
ん
と
「
粋
音
会
」
の
皆
様
に

よ
る
民
謡
や
叙
情
あ
ふ
れ
る
曲
を
三
味

線
な
ど
の
演
奏
と
と
も
に
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

鑑
賞
は
無
料
で
す
。

い
し
か
わ
百
万
石
文
化
祭
２
０
２
３

白
山
市
プ
レ
イ
ベ
ン
ト　

企
画
展

「
帰
っ
て
き
た
白
山
下
山
仏
展
」

令
和
４
年
４
月
23
日
土
〜
６
月
５
日
日

　

保
存
修
理
を
終
え
た
尾
添
白
山
下
山
仏

社
の
木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
を
公
開
し

ま
す
。

　

仏
像
の
身
丈
は
九
十
九
㎝
で
、
そ
の
シ

ル
エ
ッ
ト
か
ら
鎌
倉
時
代
の
仏
像
制
作
集

団
で
あ
る
快
慶
の
工
房
で
制
作
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
併
せ
て
白
山
下
山
仏
が
あ
っ
た

加
賀
禅
定
道
の
檜
新
宮
（
ひ
の
し
ん
ぐ
う
）

の
資
料
も
展
示
し
ま
す
。

千
代
女
の
里
俳
句
館 

企
画
展

俳
句
と
写
真
展

令
和
４
年
６
月
11
日
土
〜
８
月
７
日
日

　

毎
年
実
施
し
て
い
る
恒
例
の
展
覧
会

で
す
。
今
回
は
「
初は

つ

夏な
つ

」
を
テ
ー
マ
に
、

白
山
市
俳
句
協
会
会
員
に
よ
る
写
真
俳
句

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
白
山
市
松
任
写
真
同
好
会
会
員

が
撮
影
し
た
写
真
へ
投
句
で
き
る
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
、
誰
で
も
自
由
に
参
加
で
き

ま
す
。

　

本
展
覧
会
に
つ
い
て
は
、
観
覧
無
料

で
す
。

呉
竹
文
庫
が

開
館
百
周
年
を
迎
え
ま
す

令
和
４
年
４
月
23
日
土

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
７
月

  18
日
月
㊗

設
立
者
、
熊
田
源
太
郎
が
私
設
図
書
館

財
団
法
人
呉
竹
文
庫
と
し
て
開
館
し
て
か

ら
、
今
年
百
周
年
を
迎
え
ま
す
。
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金沢西I.C

白山I.C

徳光スマートI.C

美川I.C

小松I.C

小松駅

小舞子駅

北
陸
鉄
道
石
川
線

美川駅

加賀笠間駅

松任駅

白山市役所（本庁）

北
陸
自
動
車
道

西金沢駅

野町駅

鶴来駅

鶴 来

美 川

松 任

石川ルーツ
交流館

呉竹文庫

鳥越一向一揆歴史館

石川ルーツ
交流館

呉竹文庫

鳥越一向一揆歴史館

松任中川一政
記念美術館

松任ふるさと館

千代女の里俳句館

白山市立博物館

松任中川一政
記念美術館

松任ふるさと館

千代女の里俳句館

市民工房うるわし

松任学習センタープララ

松任文化会館
ピーノ

立体駐車場立体駐車場

白山市立博物館

松
任
駅

松任駅周辺

◆講演会等
◆講座
◆鉄道模型運行

◆歴史セミナー

①5/15 ②7/17 ③9/18 ④3/19

令和４年度　展示・行事予定
事業計画

白山市立

博物館

275-8922

千代女の里

俳句館

276-0819

松任中川一政

記念美術館

275-7532

石川ルーツ

交流館

278-7111

呉竹文庫

278-6252

松任

ふるさと館

276-5614

鳥越一向一揆

歴史館

254-8020

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

いしかわ百万石文化祭2023
白山市プレイベント  企画展

「帰ってきた白山下山仏展」
4/23～6/5

スポット展示「金栄健介が描く
霊峰三山」5/20～6/26

企画展
「HAKUSAN City  
  コレクション展」

7/22～8/28

春季テーマ展
「中川一政 書と陶芸の世界

－自在の境地にあそぶ－」後期展
3/23～5/29

呉竹文庫開館100周年記念
「熊田源太郎と呉竹文庫」展

4/23～7/18

2/4雪見茶会

2/4～3/5雛人形展示

企画展
「タイトル未定」

7/23～9/25

企画展示
「石川中央都市圏

考古資料展」
10/21～11/20

9/10月見コンサート

9/10・11「月見夜灯」

9/11月見茶会

7/3七夕茶会

「呉竹文庫名品展」（前期）
8/2～11/20

「呉竹文庫名品展」（後期）
12/6～3/26

夏季テーマ展
「中川一政－薔薇、向日葵、
そしてムーヴマンを描く－」

6/18～8/28

7/21～7/31 第28回花を描こう絵画展（市民工房うるわし（予定）） 2月上旬開催予定
中川一政生誕130年記念コンサート

秋季テーマ展
「中川一政と武者小路実篤

－よみがえる100年前の扁額－」
9/3～11/27

冬季テーマ展
「中川一政 書と墨蹟コレクションの世界」

11/29～2/26

2023
春季テーマ展
（内容未定）

2/28～

臨
時
休
館

臨
時
休
館

企画展
「千代女と見風」（仮称）

8/27～10/10

企画展「俳画の愉しみ展」
1/14～3/12

俳句協会
会員展

10/29～
11/13

千代女・
一茶交流
パネル展
12/10～
12/25

4/21ミニコンサート 7/24 夏休みキッズプログラム「一政に挑戦！ 油絵体験」
10/17 0歳からの家族鑑賞会「ミュージアムスタート」

美術館講座「中川一政文集を読むⅪ」 ①6/18

少年少女俳句塾 ①5/14 ②6/11 ③7/9 ④未定 ⑤9/10 ⑥12/10 ⑦1/14 ⑧2/11 ⑨3/11

市民俳句教室 ①4/23 ②5/28 ③6/25 ④7/23 ⑤8/27 ⑥10/1 ⑦10/22 ⑧1/28 ⑨2/25 ⑩3/25

②8/20 ③10/15 ④12/17 ⑤2/18

4/21音楽祭コンサート
4/24音楽祭茶会

春期俳句ポスト選句

7/3七夕句会

夏期俳句ポスト選句

10/8千代女全国俳句大会

秋期俳句ポスト選句

12/3俳句講座文学散歩

俳句ポストパネル展

冬期俳句ポスト選句

11/26千代女少年少女全国俳句大会表彰式

立夏展示替 立秋展示替 立冬展示替 新年展示替 立春展示替

企画展
「手取川の鳥」

写真展
6/4～6/30

企画展
「20周年記念写真」展

12/17～1/22
※年末年始は休館です。

4/17篠笛コンサート

4/24音楽祭茶会

7月下旬 ペットボトルでグライダーを作ろう

11/13 ヨシ笛コンサート

※各館のイベント等は白山ミュージアムポータルサイト  http://www.hakusan-museum.jp/ で紹介
　しています。日程等が変更になる場合があります。詳細については各館までお問い合わせください。

4/15音楽祭コンサート 8/3夏休み工作教室 9/25伝統工芸教室 11/20日本刀鍛錬場見学会 1/22・29・2/5古文書講座
8/11講演会「懐かしき昭和レトロ」

企画展
「かわってきた道具と

わたしたちのくらし」
1/20～3/5

企画展「白山手取川
ジオパークの歩み
～ユネスコ世界
認定へ～」（仮称）

10/7～11/13

スポット展示
「石川中央都市圏

考古資料展」
11/25～12/25

白山ミュージアム

企画展
「俳句と写真展」

6/11～8/7

10/16ミニ新幹線乗車会


